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関 係 法 令

法 律

（官報掲）
載月日

／

一般職の職員の給与に関する法律等の一部を改

正する法律 （105) 12.21 

特別職の職員の給与に関する法律等の一部を改

正する法律 （106) タ

国家公務員の寒冷地手当に関する法律の一部を改正

する法律 （110) 。

政 令
国家公務員共済組合法施行令の一部を改正する

政令 （334) 12.13 

国家公務員共済組合の更新組合員等で外国政府

職員等の期聞を有するものが申出をした場合に

おける長期給付に関する措置等に関する政令

(349) 12.28 

報 第108・109号

府 令
人事記録の記載事項等に関する総理府令の一部

を改正する総理府令 （総理55) 12. 5 

寒冷地手当支給規則の一部を改正する総理府令

（同57) 12.23 

省 令
支出負担行為等取扱規則等の一部を改正する省

令（大蔵56) 11.19 

国宝又は重要文化財指定書規則の一部を改正す

る省令 （文部31)

規 則
給与簿の一部を改正する規則 （人事院9- 5 )

非常勤職員の勤務時間及び休暇の一部を改正す

る規則（同15-4 )

休暇の一部を改正する規則 （同15- 6 )

現行の法律， 命令及び規則の廃止の一部を改正

する規則 （同 1-4 )

初任給， 昇格， 昇給等の基準の一部を改正する

規則 （同9- 8 )

宿日直手当の一部を改正する規則 （同9-15)

暫定手当の一部を改正する規則 （同9-22)

12.26 

12. 
7 

// 

// 

12.21 

。

// 

争

通勤手当の一部を改正する規則 （同9-24) 。

特殊勤務手当の一部を改正する規則 （同9-30) グ

初任給調整手当の一部を改正する規則 （同9-34）グ

最高号俸をこえる俸給 月額を受ける職員の昭和

42年改正法附則第14項の規定に基づく俸給月額

の一部を改正する規則 （同9-50) グ

最高号俸等を受ける職員の俸給の切替え等に関

する規則 （同9 -51) 。

営利企業への就職の一部を改正する規則

（同14-4 ） 。

営利企業の役員等との兼業の一部を改正する規

則 （同14 8） 。

俸給表の適用範囲の一部を改正する規則

（同9 -2 ) 12.25 

宿日直勤務の一部を改正する規則 （同15-9) 12.26 

行政職俸給表←）の 8 等級の官職等へ任用候補者

名簿による職員の任用に関する特例等の一部を

改正する規則 （同 8 -13) 12. 28 

隔遠地手当の一部を改正する規則 （同9-31) 。

訓 令
文部省所管船舶乗組員に対する旅費支給規則の

一部を改正する訓令〈文部36) 11. 5 

人事に関する権限の委任等に関する規程の一部

を改正する訓令 （同37〕 12.11 

文部省本省内部部局文書決裁規程の一部を改正

する訓令 （同38) 12. 14 

文化庁内部部局文書決裁規程の一部を改正する



第108・109号

訓令 （文部省・文化庁3 )

a:. 一
回 示

保健婦助産婦法に規定する学校として指定した

附属看護学院の位置を変更した旨の届け出があ

12. 14 

った件 （文部302) 11. 5 

史跡遠見塚古噴を指定した件 （同303) 11. 8 

天然記念物雨乞のイチョウを指定する件 （同304) グ

天然記念物神屋・湯湾岳を指定する件 （同305)

名勝摺ケ岡 （サクラ〉の指定を解除する件

（問306)

短期大学の名称を変更する旨の届出があった件

（同307)

重要無形文化財色絵酪器の保持者が死亡したの

で， 当該保持者の認定および重要無形文化財色

イ？

d’ 

11.13 

絵磁器の指定は解除された件（同308) 11. 18 

科学研究費補助金取扱規程の一部を改正する件

（同309) 11.30 

昭和44年度科学研究費補助金の計画調書の提出

期間を定める件 （問310) グ

指定技能教育施設の連携措置に係る科目を指定

した件 （同311)
。

学校教育法の規定による技能教育のための施設

を指定した件 （同314, 315) 12. 9 

保健婦助産婦看護婦法に規定する学校として指

定した短期大学の位置を変更した旨の届け出が

あった件 （同316)

観測ロケット 実験を実施する件 （同317)

官庁報告
昭和43年度高等学校教員資格誤験合格者（文部省）

12.11 

12.21 

11. 1 

昭和41年人事院公示第 5号の一部改正に関する

学

一 教授

二 経済学群， 経営学群， 法学群および社会学群に属す

る助教授のうちから各 1 名

2 各群から教授が任用された場合は， 前項第2号の助教

授のうち， その群に属する助教授は， この人事教授会に

加えないものとする。

〈この規則の廃止）

第3条 この規則は， 昭和44年 3 月31日限り廃止する。

附 則
この規則は， 昭和43年11月22日から施行する。

富山大学評議会規則の一部改正

富山大学評議会規則の一部を改正する規則を次のとおり

制定する。

昭和43年11月25日

富山大学長 横田嘉右衛門

富山大学評議会規則の一部を改正する規則

富山大学評議会規則 （昭和28年 5 月28日制定）の一部を

次のように改正する。

第2条第3号の次に次の 2号を加える。

(4）附属図書館長

(5）学生部長

附 則
この規則は， 昭和43年11月25日から施行する。

諸 d』
＝コE

第12回 評議会 （11月11日）

（議題）

議

1 . 経済学部教授会規則の一部改正について

決定した件 （人事院公示 9 ) 12.10 I 2 · 附属図書館長及び学生部長の評議員の件について

3 . 医学部設置に関する本学の方針について

世..，，弓ー 内 規 員。

富山大学経済学部人事教授会

暫定規則の制定

富山大学経済学部人事教授会暫定規則を次のとおり制定

ナる。

昭和43年11月22日

（趣旨）

富山大学長 横田嘉右衛門

富山大学経済学部人事教授会暫定規則

第 1条 この規則は， 富山大学教員（教授， 助教授， 講師）

選考基準および富山大学経済学部教授会規則第3条第1

項ただし書きの規定にかかわらず， 人事教授会について

暫定的な措置を定めるものとする。

〈組織〉

第2条 この人事教授会の組織は， 次のとおりとする。

4. 学士入学について

5. 昭和43年 9 月卒業者の認定について

6 . 学生の転学部について

第13図 評議会 （11月22日）

（議題）

1 . 経済学部人事教授会暫定規則の制定について

2 . 附属図書館長， 学生部長の評議員の件について

3 . 教官人事について

4. その他

第14図 評護会 （11月26日）

（議題）

1 . 大学本部占拠学生の対策について

第15回 評議会 （11月29日）

（議題）

1 . 大学本部占拠学生の対策について

第16回 評議会 （12月4日）

-2-



昭和43年11月・12月

2. 学生の除籍について

第19回 評議会（12月27日）

（議題〉

1. 報告事項（昭和44年度富山大 学大 学院第 2次 学生募集

要項について）

2. 国大 協 の大学院問題に 関する第 1次アンケ』トについ

て

3. 学長 事務代理について

4. 大 学本部占拠学生への対策について

（議題〉

1. 大 学本部占拠学生の対策について

第17回 評議会（12月9日）

（議題）

1 . 大 学本部占拠学生の対策について

第18固 評議会（12月13日）

（議題）

1. 昭和44年度富山大 学教育 専攻科ならびに 経 済学専攻科

の 学生募集要項について

報

動異事人

者令発発令年月日-
廿内動異名氏現 官 職

助 教 授
（新潟大学理学部） 文部大臣43. 11. 教授 （文理学部）に昇任させる男英沢水

富山大 学長。助手 （文理学部） に採用する恭次郎国増

ィ7// �'I.I!寺用務員（工 学部）に採用する儀信林竹

// 43. 1 1. 11 辞職を承認する敏障中国技 能 補佐 員
（工 学 部）

// 4ア臨時 用務員（教養部） に採用するます子村A、寸

文 部大 臣

富山大学評議員に併任する
（任期43. 12. 1～ 45. 2. 19) 

グペケ純

上
12. 

同

（任期43.

助 教 授
（ 教 育 学 部〉

教 授
（ 併）附属図書 館長

（薬 学 部 ）
教 授

（併） 学 生 部 長
（ 教 養 部）

43. 12. 教授（ 教育学部）に昇任させる平直滝大

谷長

。// 1～45. 10. 24) 章隆原梅

富山大 学長

// 

9 

43. 12. 13 

43. 12. 臨時 用務員（教育 学部） に採用する

向 上（ 経 理部主計課警務員） に採用する

富山大学評議員に併任する
（任期43. 12. 23～44. 5. 31) 

富山大 学評議員の併任 を解除する

枝

保義

盛

田

田

森

（
文部大 臣

I // 

43. 12. 23 男政崎手授
齢一
授
齢

虫色£．
守一理

教
伐一

教
は

d’ 

品4色
寸』

き で話し合い に応ずること を呼びかけた が 占拠学生 は応ぜ

ず， 彼等は あく まで黒田講堂等で大 衆団交すること を強く

主張して譲らず， 本部の不法占拠は当分続づき そうな状況

で ある。

報

道照

諸

館

内

学理

長

経 済学部の 教官人事の粉争に端 を発し，11月12日 午前2

時 噴 遂 に 一 部学生に よ り 予知せざる 本部占拠 の 不祥事が起

った。

既に 占拠2 週間に及び， 本部中枢の機能は麻痔し， これ

は直ちに各学部の 教育 研究に対し ，日 一日 と 甚大な影響 を

与えつつある。即ち育英資金 ， 薬品器具等の購入， 学生の

保健体育 および課外活動 に対する諸費 用の未払い ， ならび

に 業者 の未払い をはじめ入試， 卒 業等に対する諸準備の渋

滞など枚挙 に遣がない。

本部職員はもとよ り の こと各 学部， 教養部教官もーせい

,,,,, 寸�

「学生諸君に告ぐ」

196 8 年11月2 78

全闘連学生による大学本部不法占拠

11月12日 午前2時 ， 経済学部教官人事の暫定規則に反 対

する反日 共系（全闘連 〉 学生によ り 大学本部が不法に 占拠

さ れた 。そのた め 事務局， 学生部の大 部分 の書類 が 封鎖さ

れ， わずかに給与関係と 奨学金関係の書 類 のみ が搬出さ れ

た に すぎない。 この 状態が続けば 本部は勿論各学部の機 能

が麻薄L， 教育 研究のた め の図書・ 機 材の購入， スキ』講

習会等すべての 学生課外活動ならびに学内諸施設 の士事が

困難となり ， 開学以来はじめての憂慮すべき 情勢と いわね

ばならない。

11月2 7日 学長 から 「学生諸君に 告 ぐ」 （ 後記 ） お よ び

「占拠学生に対する告 示」 （ 後記）が行なわれ，12月5日

および6 日 に は学長よ り 本部不法占拠学生に対し学長 ， 各

学部長 ， 教養部長 ， 事務局長， 学生部長 と 学長 室で条件付

-3 
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に立ち上り，占拠学生に対し退出を 説得している 。

この 際，学生諸君の 良識によ り， 富山大学の名誉のた め

また 一般社会 人の 大学に対する 信頼を克ちうるよ う，一日

も早く事態終憶のた め奮起する ととを強く要望する。

「占処学生に告 ぐ」
1 968 年11月27日

富山大学長 横田嘉右衛門

このたび，諸君が 不法に大学本部を占拠 し，当局 の再三

の 申し入れを拒否して， 大学の 正常な教育，研究業務を阻

止 していることは，甚だ遺憾で ある 。

本部占拠中の学生は ，大学業務の 執行を正常な状態に復

し，一般学生にも多大の 迷惑を及ぼしている 事態を一刻も

早く解消するよ う，速やかに退去せよ 。

富山大学後援会緊急理事会

教員の海外留学中の感想

I パキスタン，ガ『ナ，ナイジエリア その 他枚挙 に這 がない。
イギリス雑感 ｜ ｜ 尤も，セイロン， マレイシア ， ジンガポーノレなどは 大統領

経済学部助教授 新田隆信 ｜ がおらず，総理大臣が置かれる関係で ，元首は イギリス女
ヨーロッバの 文化的風土は 、キリスト教信仰を基軸とし ｜ 王で ある が，前記3カ国とは 自づからエュアンスの 別がゐ

て一体化した 中世を背景に、近代国家が民族社会の 地盤か ｜ る 。
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報

さてイギリスと日本を比較すると， ひとしく島国で， 国

民性も類似する面が目立っている。本来的に日本人も， 礼

節を尚んで控え目（reserved）であり， 無用な鏡舌を好ま

ず， 言葉遣いに気を配り， しかも気宇宏壮， 悠容としてた

じろわなかった。日本人の場合は， かの敗戦以降， 虚脱か

ら自信回復の過程で， 大幅にアメリカナイズされ， 性急で

精惇な民族的エネルギーが無政府的に暴走する蹴いを生じ

ているが， やがて日本的伝統の美に沿うてイギリス流の高

貴な品位を尊ぶ民風に回帰することが望まれる。

女王の庶民的な行幸
（オクスフォード大学にて）・筆者撮影

西ド イツでの前究滞在をおわって

教育学部助教授 大塚恵一

思いがけない幸運に恵れて， 在外研究員として西ドイツ

に出かけたのは， 昨年の10月の初めでした。南廻りドイツ

航空の機内での不安な気持， 生まれてはじめての外国であ

る香港での特殊な気分， 地中海上空で迎えた夜明 け の空

の育さ等々色々とおりまぜて， 曇天のフランクフノレト空港

に到着。 入国手続の窓口をまちがえて， その時のドイツ語

による説明を聞きわけることができた時は， 嬉しいやら安

堵するやらでした。フランクフルトでは， ゲ』テハウスを

訪れたり， おなじみのマイン河畔の散歩道を楽しんだり，

昭和43年11月・12 月

のドアにもその様に書きこまれています。

言葉の問題は， すべての人がドイツ語を話しているとい

う場に身をおけば， そして言語は本来対話をその本質のー

っとする以上， 日本に居て考えるのとは全く別の形で， 何

とか通用し， そして覚え込んでいくものの様に思います。

1 0月半ばから冬学期が始まりました。�5分間， 文字通り

立板に水を流す知く語りつづける講義のエネルギ』に先づ

圧倒されました。一般にドイツの大学における状況は， 日

本のそれと大分異る様に思います。単位認定がありません

から日本の様な害験もなく， 従ってその意味では初期段階

の学生を中心とする一般講義の聴講雰囲気は， どちらかと

言えばのんびりしている様です。学生の大部分は懸命にノ

」トを取るという様なことをしません。

あちらの教授のお世話で二人の博士候補学生が終始直倒

をみてくれました。彼等の事で各地を案内してくれたり講

義や演習の解説をしてくれたりしました。

クリスマスと新年をローマで迎え， 法王の年頭メッセー

ジを至近距敵で聞くことができました。 「ベトナム」 「平
和」 「経済的Jいろいろの法王のイタリア語が耳に残った

のも印象的です。復活祭（今年は4月14日）を過ぎる噴の

冬からもしくは夏への移行は， 突に猛烈な勢の も の で し

た。そしてその頃大学わ夏学期も始まります。しかし「夏

学期は遊ぶ学期」というのが大半の学生聞の通り相場の様

でした。冬からの解放そして又来るべき各学期の為のエネ

ルギ」の蓄積ということを考えているのでしょうか。実に

よく遊び， 日光浴をし， ピ」1レを飲み， すさまじいもので

しTこ。

許された範囲内のことですが， 見聞をひろめるための旅

行も大切な行動です。ローマの他にパリ， ロンドン， アム

ステノレダムと， 中部ヨ』ロ ツパの中心地を訪ね て 来 ま し

た。ロンドンからオラン〆ピーJレと共にしたオランダへの

8 時間の船旅は最も印象に残った旅のひとこまです。ライ

ン河を， 急行ローレライ号の車窓から眺めてドイツに帰り

ました。ライン河は観光の河でなく， 実際には西ドイツの

工業を支える動脈のーっというべき河でした。vwを駆っ

ティγュパインの画いた「カンパ］ニャにおけるゲ』テ」 ｜ てのドイツ国内の旅で訪ねた街は約3 00。フランクフルト

を見たりして， 2 日後鉄路ハイデノレベノレクを経てパ」デン ｜ エユルンベルクの線から南へかけて， プランスやスイスの

・ヴユノレテンペノレクの首都ジュト ツトガノレトに出， そこか ｜ 国境までの聞が中心でした。航空機でベfレりン， ハンプル

らバスで約1時間， 目的地の「大学都市」テュ」ピンゲン ｜ ク，鉄路でミュンへン， ハノ」プアーは西ドイツで最も完

に入りました。この街は人口約5万， それに学生数約1万 ｜ 全なドイツ語が話されているところです。習い覚えた南ド

という全く大学に依存する， いかにもドイツ的性格をもっ ｜ イツ語との違いに注意しながらの訪問は興味深いものでし

のです。薬局の入口の隣りの入口に大学のロシヤ語研究室 ｜ た。

の看板が出ていたり， 一つの建物の中の喫茶店とお菓子屋 ｜ 1 858 年（安政 5年）に開国して以来110年間，ヨ」ロッパ

にはさまれた入口が大学の外国人課の入口だ ったり， 街の ｜ 化に努力してまた我々日本人ですが， 私の 1年聞の滞在で

歴史と生活が大学とのそれぞれ混然と切りはなしがたく接 ｜ 得た実感の一つは， 「和魂洋才」といいながら， 我々はそ

続しています。ですから「大学都市」という附加語は， 単 ｜ の洋才についても叉和魂についてさえもその本質から理解

なる通称ではなく， この街の正式の呼称でもあるのです。 ｜ するということに忠実であ ったのかどうかということでし

正規の道標にそう書かれていますし， 市役所の清掃自動車 ｜ た。それと，もう一つは，国と固とが海という陸地の否定体
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第108・109号 � 守』

をはさまないで接しているところに生ずる「国際的Jとい｜的 に違う様だということです。その意味ではむしろ日本の
う感覚が，海に囲れた日本で のそれと，ある意味では根本｜国際的孤立性の様なものを考えさせられました。

ド ナ ウ 河 の 源
ジュヴJレツゲノレトの中部

黒海の河口より2888km

北極廻りフランス航空機で10月 5 日帰国しました。3500
枚のロラ』スライドと700枚のカヲ』写真ができました。
どうぞ御利用ください。

昭和43年度科学教育研究室修了式

昭和43年度富山大 学 科学 教育研究室修了式は12月16日午
前10時から 教育学部会議室において行なわれた。

科学 教育 研究室は，文 部省が小学校・中学校および高等
学校の理科教育の担当教員に対し，理科教育に関する基礎
的研究を行なう機会を与え，もって理科教育 担当教員の資
質を向上し，その指導力の強化をはかることを目的として
いるもので，本年度は 8名の研究生が修了した。
修了生および研究題目ならびに指導 教官は，次のとおりで
ある。

昭和43年度富山大学科学教育研究室修了者一覧

研 究 生氏 名 l 勤 務 学 校 ｜ 職 （ 研 究 題 目 指官導職
教官

・ 氏・所 属
名

菊 井 教諭 ホタルイカ飼育と発生過程の研究 文助F教
砂立授！（ 堀 令 司

岩 坪

良 ｜ 一学桂

修 二上工業高等学校 // 回
自
路

動制の
御
構成

に用と要
い

素られ
につ
る電い子て回路の読み方と 工

教
学ー部授 四谷 平治

安 井 一 夫 大沢野工業高等学校 講 師 SC Rを 用 いた制御回路 教講育学却 師 広瀬稽七郎

松 島 宗 宣 魚津工業高等学校 教諭 教育統計につ いて 教助育教
学部授 ノ市'.K 敏郎

水 木 省 三富山東高等 学 校 。 ｜ 有機高分子化合物の構造性能いて 薬
教
学 却最長谷 純一

仲 西 昭 二 新湊南部 中 学 校 // 川魚の研究 教講育学部
師 田中 晋

溝 口 巌 福光町吉江中学校 イア 花弁類の染色体倍化に関する研究 教助育教
学担授 一法師 頼忠

西 国 樹 福光町石黒小学校 /,I 植物生理化学

職員家族大運動会の開催

第7回富山大学職員家族大 運動会が11月9日（土）午後 1
時30分から本学新グランドで本部，文 理・ 教養部， 教育学
部，附属学校，経済・図書・短大 ，薬 学部，工学部以上7
チームが，男 子lOOm競争，女子 50m競争，玉入れ等11種
目の競技を行なった。今年は新しく応援賞も出る と あ っ
て，職員は勿論，ご家族の皆様も多数参加し盛大 な運動会
となり，楽しい秋の土曜日の午後を送り，賑やかなうちに
午後4時終了した。

成績はつぎのとおり

優 勝

次 勝

3 位
応援賞

薬学部
本 部
工学部
薬学部

薬
教

学一 立授！（ 森田 直賢

38点
34点
32点

教官の外国出張

本年11・12月における 教官 の外国出張者は次のとおりで
ある。

（所属官 職 氏名，出張期間，出張先国，出張目的C順）
教育学部教授 坂井誠一43.12. 20～44.3. 19 タイ，
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幸E
マレージ ア ，ジンガポーノレ ，中華民国 ，？i:J:t縄 ，

東南 アジア諸国におけ る 仏教信仰 の民俗学的研究 の た

め。

職 員 j肖 恵、

く新任者＞

経理部主計課

臨時用務員 森田 義保

文理学部

助 手 増田恭次郎

教育学部

臨時用務員 田盛 一枝

工 学 部

臨時用務員 竹林 信儀

教 養 部

臨時用務員 今村ます子

く改 姓＞

庶務部庶務課

事務補佐員 山村 秋子 (llJ姓・宮崎）

施 設 課

事務宇111佐員 山本 順子 （ ｜日姓 ・山田）

厚 生 課

文 部技官 山本 郁子 （旧姓・高尾）

文 理 学 部

助 手 常川 省三 (llJ姓・中） 11) 
工 学 部

事務補佐員 梶原喜笑子 (Ii］姓・浦上）

経営煩期大学部

文部事務官 三井 進 （ ｜口姓・大房）

く住所変更〉

庶務部庶務課

事務補佐員 山村 秋子

経理部主計課

課 長 大木 平吾

経理部経理課

文部事務官 山本 道弘

施 設 課

事務補佐員 山本 順子

厚 生 課

文部事務官 安守数雄

文 部技官 山本 郁子

技 能 員 松下 てる

文 理 学 部

助 手 常川 省三

教 育 学 部

文部事務員 吉田 徳正

工 学 部

昭和43 年11月 ・ 12 丹

教 授 宮下 和雄

助 手 笹倉 寿介

同 伊藤 紀男

教 養 部

教 授 林 良二
助 教 授 大谷 重彦

経営相期大 学部

助 手 高橋 敏朗

主 要 日 誌

｜本 部｜
11月 1 日 第3 回入学群験管 理委員会

2 ・3 日 教官と1 年次学生 （ 教育学部）との合宿 懇

談会（ 穴水）

2 ～10日 新樹寮祭

9 日 富山大学職 員家族六運動 会

11日 評 議会

1 2日 全関連学生によ る犬 学本部不法占拠

。 第4回入学前験管 理委員会，学寮補導委員会

14日 学寮補導委員会

17・18日 体育 会リ｝ダ』講習会（穴水）

18日 補導協 議会・学寮補導委員会の合同会議

2 1日 補導協 議会，補導協 議会・ 学寮補導委員会の合

同会議

2 2日 評 議会

26日 評 議会

2 8日 補導協 議会・ 学寮補導委員会の合同会議

2 9日 評 議会

12 月4日 評 議会

5日 体育 部会

7 日 富山大学後援会臨時理事会

9 日 評 議会

13日 評 議会

16日 富山大学科学教育 研究室修了式

2 0日 公務員宿舎委員会

2 6 日 大学院 委員会， 補導協 議会

2 7 日 評 議会

｜文理学部｜
11月 6 日 教授会，人事教授会

13日 文学科懇話会一一守屋獅郎教授研究発表

「英語 の構造について」

。 文学科 教官会議

14日 教授会

16日 学部図書委員会
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20日 学部補導委員会

25日 県教委と就職協議会

27日 教授会

28日 学部補導委員会

12月4日 教授会

6日 愛知県教員採用説明会

11日 教授会

12日 学部補導委員会

18日 学部補導委員会

20日 学部補導委員と 理学科学生代表 と懇談

23日 学部補導委員会

24日 後期第11週授業終了

｜教育学部｜
11月 1 日 紀要編集委員会

2～4日 附属中学校学校祭

5 日 補導委員会

6 日 教務委員会，予算委員会，第12回教授会

12日 補導委員会

13日 第 9 回人事教授会，第13回教授会

14日 附属学校運営委員会

1 9日 補導委員会

20日 教務委員会，第10回人事教授会，第14回教授会

25日 補導委員会

27日 補導委員会，第15回教授会

12月 2 日 将来計画委員会，補導委員会

4日 第1 6回教授会

10日 附属小学校モニュ」マン 「和」除幕式

11日 予算委員会，教務委員会 ， 第17回教授会

13日 補導委員会

17日 補導委員会

18日 教務委員会，職業補導委員会，附属幼稚園終業

式

21日 学部授業終7，附属中学校終業式

23日 附属小学校終業式

28日 補導委員会

｜経済学部｜
11月2・3日 第 5田中部学生経済 ゼミナ｝ル大会

12日 学生の学部長 室等不法占拠

13日 教務委員会

15・1 6日 経専学生自治会学生大会（ストライキ終結

決 議）

18日 学部正面玄関封鎖解除

1 9日 学部長 室等封鎖解除

20日 教務委員会，第22回教授会

21日 学部補導委員会，第23回教授会

25日 全闘連学生対経済学部教授会「大衆団交」

学

（黒田講堂）

27日 教務委員会，経済 自治会執行委員長 選挙

28日 全闘連学生対経済学部教授会「 大衆団交」

30日 第24回教授会

12月4日 人事教授会，第25回教授会

1 1日 教務委員会， 第26回教授会

14日 第27回教授会，教務委員会

1 6日 第28回教授会

17日 第四回教授会

18日 第30 回教授会

20日 学部学生集会（教授会 と大衆団交）

21日 第31回教授会

24日 第32回教授会，人事教授会

24～28日 補講

2 6日 第33回教授会

27日 第34回教授会

30日 冬期休業

i薬 学 部｜
11月4日 薬剤学講座教授選考委員会

5日 薬学研究科委員会

11日 学部予算委員会

（黒田講堂）

12日 薬剤製造学講座教授選考委員会，人事教授会

。 教授会

13日 教授会

25日 教授会

27日 生物置験部門教授選考委員会，教授会

12月4日 教授会

9 日 教授会

10日 人事教授会

11日 教授会，薬学研究科 委員会

18日 人事教授会，教授会

218 人事教授会，教授会

23日 教授会

24日 教授会，学部図書委員会

25日 人事教授会，教授会

28日 教授会

｜工 学 部｜
11月4日 補導委員会

6 日 寮生運動 部のレントゲン間接撮影

7日 インフノレエンザ予防注射

13日 一般教授会，専任教授会，日 本育英会奨学金返

還説明会

18日 専任教授会

20日 補導委員会

27日 一般教授会
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12月2日 学生と 大学当局 の五福移転問題に関する 説明会

4日 一般教授会

5日 一般教授会

9 日 大学院 工学研究科 委員会，一般教授会

23日 一般教易1会

｜教 養 部；
1 1月 6 日 補導委員会，紀要委員会

13日 教授会（第1 1回）

15日 紀要委員会，教授会（第12回）

16日 教授会（第13 回）

20日 補導委員会

2 5日 補導委員会

27日 紀要編集委員会 ， 図書委員会，教授会 （第 14回）

29日 紀要委員会

3 0日 補導委員会

12月2日 教授会（第15 回）

6 日 教授会（第16回）

11日 紀要委員会，教授会（第17回）

14日 補導委員会

18日 紀要編集委員会，教授会 （ 第18 回）

l附属図書館！
1 1月4日 図書館商議会（第 3 回）

5日 図書選定委員会，編成会議〈 第一部～四部，十

部）

6日 本館内事務打合会

7日 図書選定委員会 編成会議（第五部～九部）

12日 事務打合会（第 4 回）

1 9日 図書選定委員会 委員長会議

2 5日 本館内事務打合会

12月24日 43 年度 富 山県図書館協 会 大学高専部会 例会

（富 山工業高専校）

。 時間外開館休止

｜経営短期大学部；
11月 5日 教授会

9日 運動 会

14日 昭和4 4年度入学割験問題作成委員会

12月 10日 教授会

16日 学友会 総会

23日 授業終了（12週）
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